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一社会生活を豊かにするs·~，いIの対運と摂求するプヲの育成一

出属学校閏社会科の研究では9 思考力・判断力・表理力を育成す之、7こiうには司子ども同士が：ラ習

課題に対する自分の考えをもっ必要があり，そのためだは2度心「学び合l;・Jを実施する単元構成

日有効であることが分かつてきた。そこでヲ今年反は「堂び合＼Iリ」の課震と以る f問U」。創造在

しラ傑求し続ける手どもの育成をi玄｜ろろと考えた。

f:l,，たちの考える社会生活を星空かにする「i珂い」とはラ普段のくらしや主き方を考える機会になるl閉

し＼」である。このような「間しりをき！J匙し続けることで，子どもは目ら課題を追求する~欲が高ま

り司社会的事象を自分のとととしてとらえることに方るであ早う。普段のぐら Lや生きフ守と結びつ

けながら課題を探求すれば9様々な疑問が「向いj として次々に生起し，一人一人が位決したU号「問

レ」をもつことにつながると考える。

そこヤ社会科ではヲ '(lgのような子どもの育成を日指すことにじた。
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10社会とのつながりの中から総かな「問いiを創造し社会的事象を自分のこととして，探訪しようとする1き（

10社会的事象と白分との関わりを明雄にして振り返りッ乙れからの自分ωくらしや坐き方につなげていとうと

l ずる姿 I 

昨年度ヲ附罵小学校5年1::で行った「米づ〈りにたずさわる人の思いを探ろう」の授業では次の

よ？ヨ子どもの姿が見られた。

Hi元の導入では米づくりにたずさわっている人をFストティチャーとして招き，米づイりにかけ

る思いや願いを聞くことでヲ示どもたちは米づくりについて様々か疑同をもっととが、できたζ そこ

から，「米づえりにたずさわる人々は5 米づくりにおいてどのよろな工夫や努力をして＼；'Iる¢か。J

Kいう単元を貫〈学育課題を設定した。社会とのでJながりに気付くとは「毎日米を食べているけと，

のうドはいろし、ろな工程を起てたくさんι工夫やさ5力でつくられていaるんだ。」という米づくり農

家の工央や努力，米のつぐられ万に注目守るこ土である。そして，「今日の米づぞりは最家の高齢

化， f-!t継者がなく耕作放棄地が増支てきている左いう；際々な問題に古田しているυJ という

きと通して，干rもは「たし、1へん，だヲ ζのままでは米を食べるととができなく叩るつなん，とかし

ればいけない。」と自伝のこととしでとらえ，どうすればよいか者えようとすろ。そして「間

分は米を毎日のように食べている。その米きとつくって1ハ忍米づくり農家で様々か問顛が起きていろ。

その問題を解決するためには，米づくち農家同士、が協力t／て農業械械をナ共同で手rJ閉したり，米の消

を増やすためにうiえづ〈り体験を行しもたぐさんの人に米づべりを身近に応じてもらう。」と考え，

芯ちにi自分も米をたくさん食べるようにLてうi去の消費量を多くしヲ米がもぐ｝と売れるよろにする。J

と先づ＼り農家と自分との関わりをはっきりさせるc とのように考える中でラ自分とは違った「価

値観Iに出会cた時ヲ子どもは「消長量を増やすだけでは9 後ii：望者問題は解J主しなし切のでほないかo

h勺と思IJな万法はないのかう」と l;＼う向し＼7／！.浮かてr，探求を続け亡し、った すfーたちはフこのような

子どもを育成じていきたいと，'lsl.っているc

子ども九三社会生活を豊刀＼にする「問しづを意iJ浩するLは，， R分のベらしゃ生きフ〉につながってい

νと昂じる単元を貫く課患を設定するととが大切で：：：tiる。り主りう子どもが社会的王宮家を通して，

弓誌を取り巻く社会と課題心三！ながりに気｛寸くことが重要になる。自分と社告とのつながりr気付

、SAワ
d



ばラ子ともは社会的事象ぜ他人事のように兄るぴ〉ではなくラ自分。ーととしてとらえ9 分カろう

とする。自らの知識や件験，学石内容を活用し，；上会的事蓄を克つ的直しり「j習いJをもっ）との

い」を解決したいと考える？去ろう。

土jと，社会的事会と色分どの関わりを整理することでつより「同l1;j 

いだろヲか。さらには1士会的事象土のかかわりが明確でない子ども

もちやす〈なる0では

同わりを明確にして摂業に

向かうことで追求すゐ意散が高まると売えら土しる。 人占人が「問いJをもっためにヲ ー人一ノ＼.iJ三

社会的事象と自先との関かりを明確にしなければ5 矢I]誌や体験は汚jう干尽きない。そフ：考えξ とl 「間

いJを追求しながらヲ自分と吐会と （｝）勺ながりを模索L，社会的事象との関わり在明確に、するふり

えりをnってレかなくではなbない。

附j言学校圏社会科？はラ次のような方法で目指す子どもの姿に迫ろうと考えている。

0 ；－ど山分の 一 一 … ーると感じるーく一町 二
O子どもが「問いlを創造し焼lナるよう，課題解訣の過程でも常に社会内事象に向き合えるよう体験を取り入

れたり，資料の工夫をする。

。単元の節目に，社会的事ゑと自分との関わりに気付：色深めるためのふりかえりを実施し雪子ども¢）見取り

をする。
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単元企貫く課題や釘：時間の課題は，野外調査などの件験活動や9 史料ノ統計資料などとの出会い

などみら子どもの疑院を引き出し学習指導芸領の目標を踏まえ整理して設定していく。また教師

は，子rむの課題解決の過程においても，社会的事象に出会う仕t=.l'fけをし，その社会的事象を通し

干どもに社会を見せる←工夫が必要である。 jとどをが社会的事象を返して 自分？と関わりある社

を見てこそフ課題は「問し＼Jに変容しにl 白ら理解νよろとオると考える。そしてノ子ど主均三社会

的事象まある観点で見た陪の社会主了予起しヲ別｛三〉観点で見る乙どができる体験や資料を用意すろこ

とで，さちに「問い」をもち，社会，：っしくみ佐より広く保〈扶；求できると考える。

（］）子どもが学習していぐ中でヲ社会的事象と自分との関わりを理解してし、あか教掃つ主権認

するc まj乙ラ社会的事象と日分との関わつが白棋や内容に適しているかを判断寸る。方法とじてう

ふりかえりの仕方争拡討するとどが必要となるヲ ιちろんヨ漂に対する教郊のふりかえわは子ども

ヘむ支援に使うためにも大切で友りう子どもにとっても下i分がどれだけ目標に迫ることができたが

という到達度を知るととは大事で島ぞ。しかし，今回のふりかえりには，それらに加えて社会的事

象と自分，との｜謂わりに気付き勺深める要素を盛り込む必要があるし目標を吟味、し， 7土会計！事象ーとの

｜事長iわりに気付き】深めることができおはー子どもは自然に i問 l；。」をもつようになる。それは，社

会に生きる子どもたちの経験知や体駐知険新たな学習内容が活用できるからでぬる。

最後に司社会自力事象にぱ，一つの姿ーや治則などにまとめられない混雑さカあるυ 社会にさこきると

いう乞み；むその陣，そのj長所でまさておし、ふ人ノぞ J；β，卒、況に！芯己売解決策を導号出してき

る。そ三L根付いて；主ぎる人々の芽力k工失を想議じて司資料をもとに軒家L亡L,、こと，簡単

ピ百えが出なl;¥ 2-.:,とを子どもたちづ；／＇.教室や也のブィーパノドで考三てし、く lこをじ，社会科の楽しき

あるを考えてレ心。 （文責同河町彦）
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